
 

   

 

 

２０２２年２月２１日 

西日本旅客鉄道株式会社 

株式会社 JR 西日本テクシア 

銚子電気鉄道株式会社 
 

鉄道事業者間でのオープンイノベーションの取り組み 

～銚子電鉄との共創（駅向け簡易情報提供端末「Scomm.」の導入）～ 

 

 西日本旅客鉄道株式会社（以下「JR西日本」）はオープンイノベーションの取り組みとし

て、全国の鉄道事業者間での技術・ノウハウの共有や課題解決などの共創活動を実施してい

ます。活動の中ではオペレーションやメンテナンスにおける共通課題の掘り起こしや地域の

社会課題解決のためのヒントを探るディスカッションを重ねています。 

 このたび、銚子電気鉄道株式会社（千葉県銚子市；以下「銚子電鉄」）との共創活動にお

いて、無人駅でのお客様への情報案内を簡易に実施する課題解決として、JR 西日本のグル

ープ会社である株式会社 JR 西日本テクシア（以下「JR 西日本テクシア」）が保有する駅向

け簡易情報提供端末「Scomm.」の機能を提供し、銚子電鉄にて現場課題に対応した運用を開

始することとなりました。さらに、銚子市とも連携し非常時においての災害情報の発信も行

います。 

 JR 西日本グループは、今後も鉄道事業者間での共創活動を広げ Win-Win の関係を構築で

きるオープンイノベーション活動を推進していきます。 

※「Scomm.」は、JR 西日本テクシア（兵庫県尼崎市）の開発によるもので、駅やホテルのロビー、商業

施設などさまざまな場所で活用いただける簡易情報端末です。 

 

１．導入駅 

銚子電鉄 観音
かんのん

駅、本銚子
もとちょうし

駅、西海鹿島
にしあしかじま

駅、海鹿島
あしかじま

駅、君ヶ浜
きみがはま

駅、外川
と か わ

駅 
 

２．運用開始日 

  2022年 2月 25日（金） 
 

３．駅向け簡易情報端末「Scomm.」概要 

  別紙 

 
今回ご案内の取り組みは、SDGsの 17のゴールのうち、特に 9番、11番、17番に貢献

するものと考えています。 

癬　　夕’：J〒∈⊂H51・　㊧鉋蹴



Scomm.について 別紙 

主な機能紹介 

 無人駅を中心に600台以上の導入実績あり! 

離れた場所から端末を操作できる! 

無線通信のため配線工事不要! 

特徴 

①サイネージ機能による時刻表表示          ②手入力情報による柔軟な情報配信 
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